
Gemini 3.7 Flashの技術構造と産業的展開：
次世代ワークホースAIモデルの定量的分析と
戦略的解明 

Gemini 3.6 Flash 
1. エグゼクティブ・サマリーおよび市場投入の背景 
Googleが2026年8月13日（米国時間）に発表した「Gemini 3.7 Flash」（モデルID: gemini-3.7-flash）
は、ソフトウェアエンジニアリングおよび自律型AIエージェントの処理速度と実行精度を飛躍的に高
めた最新の基盤モデルである1。2026年7月下旬に投入された前バージョン「Gemini 3.6 Flash」から
わずか3週間という異例の短期間で市場に投下された本モデルは、事前学習（Pre-training）を一か
らやり直すのではなく、既存のコア推論基盤に対してアルゴリズム改修と開発者フィードバックの直

接適用を施すことで開発された1。最難関課題の解決に特化した超大型モデルとは異なり、日常的で

大量な業務プロセスを低コストかつ安定的に処理する「ワークホース（主力実務モデル）」として位置

づけられている1。 
本モデルの投入背景には、企業におけるAI活用が単なるテキスト生成から「複数工程を自律的に遂
行するエージェント的ワークフロー」へと急速に移行している市場動向が存在する1。従来モデルで多

発していた「指示の曖昧さによるタスクの途絶」や「プログラムコードの初回精度の低さに伴う人間側

の修正手戻り」を解消することが最優先課題とされた1。GoogleはGemini 3.7 Flashを通じて、単発の
応答精度向上にとどまらず、プロダクション環境に耐えうる実行完了率の獲得を目指している1。 
さらに、2026年12月31日までの期間限定で従来価格の半額となるプロモーション価格が提示されて
おり、企業の検証および本格導入へのハードルを極限まで引き下げる市場戦略が展開されている1。

高い処理精度と応答速度、そして一時的な低コスト提供を組み合わせることで、競合モデルに対す

るインフラ市場での優位性を確立する狙いが明白に示されている1。 

2. アーキテクチャ構成と詳細な技術仕様 
Gemini 3.7 Flashは、テキスト、画像、動画、音声、およびPDFドキュメントをネイティブに直接解釈可
能なマルチモーダル推論モデルである2。最大1,048,576トークン（約100万トークン）の入力コンテキ
ストウィンドウを維持しつつ、1リクエストあたりの最大出力トークン数は65,536トークン（64Kトークン）
に拡大された4。 
 

項目 技術仕様および機能パラメータ 

モデル識別子（Model ID） gemini-3.7-flash 
[cite: 2, 4] 



入力モダリティ テキスト、画像、動画、音声、PDF2 

出力モダリティ テキスト4 

最大入力トークン数 1,048,576トークン4 

最大出力トークン数 65,536トークン4 

思考レベル（Thinking Level） low, medium, high（minimalは非対応・エラー
返却）4 

対応機能・ツール コード実行、コンテキストキャッシュ、構造化出

力、ファイル検索、Function Calling、Google
検索/Google Mapsグラウンディング、
Web/PC操作（Computer Use: プレビュー）4 

非対応機能 音声直接生成、画像直接生成、Live API4 

本アーキテクチャの核心をなすのが、開発者が推論の深さを明示的に調整できる「思考レベル（

Thinking Level）」制御機能である4。generation_config内で指定可能な思考レベルは、リアルタイム
性が求められる即答タスク向けのlow、バランスに優れたmedium（デフォルト設定）、複雑なプログラ
ミングや多段階の自動計画立案に対応するhighの3つのモードで構成されている4。最低限の思考の

みを行うminimal指定はサポート外とされており、モデルが自律的な安全評価や文脈補正を行うため
の最低限の推論領域が強制的に確保されている4。 
処理経路においては、通常の同期API呼び出しに加え、大規模非同期処理に特化した「Flex / Batch
」モードや、厳格な応答遅延管理を求めるエンタープライズ向けの「Priority」推論オプションが用意さ
れている2。また、過去の膨大なコンテキストを低コストで再利用するためのコンテキストキャッシュ機

能も標準で組み込まれている2。 

3. ベンチマーク評価の定量的分析と競合比較 
Gemini 3.7 Flashの性能進化は主要なベンチマークテストにおいて顕著であり、旧バージョンである
Gemini 3.6 Flashのみならず、業界のベンチマーク基準とされてきたAnthropicの「Claude Sonnet 5
」やOpenAIの「GPT-5.6 Terra」と対等以上の数値を記録している2。 
 

評価指標 測定ドメイン

および目的 
Gemini 3.7 
Flash 

Gemini 3.6 
Flash 

Claude 
Sonnet 5 

GPT-5.6 
Terra 

Artificial 
Analysis 
Intelligenc

総合モデル

推論知能指

56 52 55 5712 



e Index 数 

FrontierCo
de 1.1 Main 

プロダクショ

ンコード生成

精度 

43.6% 34.4% 42.7% 41.3%2 

DeepSWE 
v1.1 

実用に耐え

うるソフト

ウェアエンジ

ニアリング 

65.3% 48.6% 53.8% 69.6%2 

Code 
Arena 
(WebDev 
Arena Elo) 

Web開発・
UI再現性ス
コア 

1,588 1,538 1,541 1,5232 

Terminal-b
ench 2.1 

ターミナル

操作におけ

る自律コード

実行 

85.8% 78.0% 80.4% 87.4%12 

Automatio
nBench 

企業の複合

業務自動化

完了率 

30.4% 17.0% 10.7% 23.6%2 

GDP.pdf 専門的PDF
ドキュメント

高度解析 

34.0% 22.0% 28.0% 24.7%5 

OSWorld-2
.0 

エージェント

型PC操作（
Computer 
Use） 

47.9% 33.8% — 50.2%12 

Harvey 
LAB-AA 

複雑な法務

ワークフ

ロー処理能

力 

90.7% 85.1% 90.1% 85.2%12 

ソフトウェアエンジニアリング能力の評価において、DeepSWE v1.1スコアはGemini 3.6 Flashの



48.6%から65.3%へと16.7ポイント大幅に向上した2。この跳躍は、プログラムの複数ファイルにわたる

依存関係の正確な把握と、修正指示に対するエラー発生率の低下に裏打ちされている1。単に動作

するコードを出力するだけでなく、リポジトリ内の既存命名規則やレイアウト構造、レスポンス幅、エ

ラー処理パターンに忠実な出力を一発で生成する「初回精度（First-pass Accuracy）」が飛躍的に高
まっている1。 
Web開発および画面UI生成の領域では、WebDev ArenaにおいてEloスコア1,588を記録した2。スク

リーンショットやデザインガイドラインを入力データとして与えた際、レイアウトの崩れを防ぎながら操

作可能なフロントエンドコードを出力する能力が強化されている1。 
実務における最も広範なインパクトをもたらすのが、企業ワークフローの自動化性能を測る

AutomationBenchでの30.4%という数値である2。Claude Sonnet 5の10.7%やGPT-5.6 Terraの
23.6%を大きく引き離すこの成果は、指示に不足がある場合に勝手に判断せず自動で人間に確認を
入れる機能や、途中でエラーが発生した際に別のアプローチへ動的に切り替える柔軟な思考能力（

Persistent Thinking）が実装されたことに起因している1。 

4. 価格構造のメカニズムと企業におけるTCO評価 
Googleは、Gemini 3.7 Flashのローンチにあたり、2026年12月31日までの導入期間限定価格（
Introductory Pricing）を設定した1。2027年1月1日以降は標準価格への改定が予定されている1。 
 

提供モデル・優

先度 
期間 入力料金（/1M 

tokens） 
キャッシュ入力（

/1M tokens） 
出力料金（思考

含む/1M 
tokens） 

Standard 
PayGo 

2026年12月31
日まで 

$0.75 
[cite: 1, 2, 8, 9] 

$0.0752 $3.75 
[cite: 1, 2, 8, 9] 

Standard 
PayGo 

2027年1月1日
以降 

$1.50 
[cite: 1, 2, 8, 9] 

$0.1502 $7.50 
[cite: 1, 2, 8, 9] 

Priority 
PayGo 

2026年12月31
日まで 

$1.352 $0.1352 $6.752 

Priority 
PayGo 

2027年1月1日
以降 

$2.702 $0.2702 $13.502 

Flex / Batch 2026年12月31
日まで 

$0.3752 $0.03752 $1.8752 

Flex / Batch 2027年1月1日
以降 

$0.7502 $0.07502 $3.7502 



コンテキストキャッシュの保管コストは、2026年末まで100万トークンあたり1時間0.50ドル、2027年
以降は1.00ドルで運用される2。また、Google SearchやGoogle Mapsを用いたリアルタイムグラウン
ディング機能は、各アカウント月間5,000リクエストまでの無料利用枠が割り当てられ、超過分は
1,000クエリあたり14.00ドルが課金される2。 
導入検討において企業が着目すべきは、最終出力テキストに加えて「モデルが内部推論で使用した

思考トークン（Thinking Tokens）」が出力料金の課金対象に含まれる点である1。複雑なプログラム解

析や推論を行うために思考レベルをhighに設定した場合、出力品質は向上するものの、生成される
思考トークン数の増加によって実質的な請求金額が非線形に増加する1。 
このため、単純なテキスト抽出や分類作業にはlow設定を適用し、複雑なマルチステップコード生成
やエージェント操作にのみhigh設定を割り当てるといった、業務に応じた思考レベルの制御ロジック
をシステム側で組み込むことが、総保有コスト（TCO）の最適化において極めて重要となる1。さらに、

2027年1月以降は基本単価が2倍に上昇するため、2026年中に設計するAPI運用予算には将来の
価格変更リスクを織り込んでおく必要がある1。 

5. エコシステム展開と高度エージェント統合事例 
Gemini 3.7 Flashの利用環境は、個人ユーザー向けから開発者インフラ、エンタープライズ統合プ
ラットフォームに至るまで多角的に展開されている1。 
開発者向けには、Google AI StudioおよびGemini APIでの即時提供に加え、自律エージェントの構
築・デバッグ環境である「Google Antigravity」や「Android Studio」における標準モデルとして組み
込まれている1。企業向けには「Gemini Enterprise Agent Platform」（旧Vertex AI）および「Gemini 
Enterprise App」上で利用可能であり、管理者はシステム設定内のトグルスイッチを切り替えるのみ
で組織全体へ迅速にデプロイできる2。 
一般消費者およびビジネスユーザーに対しては、常時稼働型のパーソナルAIエージェント「Gemini 
Spark」を通じて機能が提供される5。Google AI Pro（月額2,900円）およびGoogle AI Ultra（月額
14,500円）の契約者は、Gmail、Googleカレンダー、Googleドキュメントを横断する自律作業を24時
間体制で本モデルに委ねることが可能である5。 
実際の高度なユースケースとして、大量の財務情報やグラフィックを含む多頁の静的PDF（年次報告
書等）を入力し、リアルタイムチャートやインタラクティブな集計コンポーネントを備えたWebダッシュ
ボードへ一括変換する処理が実現している7。また、Gemini 3.7 Flashがオーケストレーターとして機
能し、複数のサブエージェントや視覚生成モデル（Gemini Omni）を指揮することで、単一の自然言
語指示から複雑なパララックス効果を持つWeb画面を自動作成する統合事例も実証されている7。 
ゲーム開発の領域においては、軽量モデル「Nano Banana」とリアルタイムに連携することにより、プ
ロンプト指示からプレイ可能な3Dゲーム空間を動的に生成し、キャラクター、背景テクスチャ、インタ
ラクティブ要素を即座に配置・調整する高度なマルチモーダル処理が可能となっている7。さらに、マ

ルチモーダル視覚推論を3エージェント構成のグラフフィードバックループに組み込むことで、物理的
なロボティクスモデルの学習プロセスを大幅に効率化する実験的アプローチも開始されている12。 

6. 安全性ガバナンスとフロンティアリスクの定量的評価 
AIモデルの高度化に伴い、有害行動や致命的リスクの発生を防ぐガバナンスの重要性が増してい
る。Googleは「Frontier Safety Framework（2026年4月版）」に基づき、Gemini 3.7 Flashに対する包
括的なセーフティ評価を実施した5。 



化学・生物・放射性物質・核（CBRN）分野に関する評価では、高度なプロンプトステアリングを行った
際に専門知識の出力が観察され、警戒閾値（Alert Threshold）に近づく挙動が確認されたものの、
未経験者が危険な手順を実行可能にする「臨界脅威レベル（Target/Critical Capability Level: 
T/CCL）」には到達していないと判定された5。モデルが備える知識の深度が、独立した破壊的ワーク

フローを完遂するには至っていないためであり、既存の予防的セーフガードを継続適用することで安

全な運用が担保されている5。 
サイバー攻撃やシステムの自動破壊に関するサイバーセキュリティリスクの検証においても、警戒レ

ベルへのアプローチは見られたがT/CCLの到達は回避されている5。ステルス評価（モデルの自己認

識と検証回避のテスト）においては、自らがテスト環境下にあることを認識する高い状況把握能力（

Situational Awareness）を示したものの、評価制限を意図的に迂回したり、人間の介入なしに不法な
研究タスクを連鎖実行したりする不整列行動（Misalignment）は確認されなかった12。 
 

ガバナンス評価項目 評価結果と定量的変化 評価内容とリスク判定 

CBRN（化学・生物・放射性・
核） 

T/CCL未到達（警戒閾値近
傍）12 

専門的プロンプトで応答精度

が向上するが、危険行動の

完全遂行能力は欠如12 

サイバーセキュリティ能力 T/CCL未到達（警戒閾値近
傍）12 

自動攻撃コードの構築力は

限定的であり、予防的措置の

もとで展開可能12 

有害なアライメント・影響力 T/CCL未到達12 対話型心理誘導の有効性は

警戒水準を下回る12 

ML R&Dおよび自己複製 T/CCL未到達12 状況把握能力は高いが、人

間の指示なしに独立した研

究サイクルを回すことは不可
12 

テキスト自動安全性評価 +1.17 pp改善12 有害コンテンツ生成リスクの

低減傾向を測定12 

過剰拒絶（

Unjustified-refusals） 
+0.84 pp（正当な応答の維
持）12 

適切な質問に対して誤って拒

絶する頻度を抑制12 

人間によるレッドチーミングの検証結果においても、児童保護ポリシーを満たしていることが確認さ

れ、応答トーンの客観化や不必要な拒絶応答の削減が達成されている12。 

7. 結論および戦略的提言 
Gemini 3.7 Flashの登場は、生成AIの競争軸が単なる基礎知能の競い合いから「実務プロセスにお
けるタスク完了率（Task Completion Rate）とROIの最大化」へと定着したことを示している1。旧バー



ジョンからわずか3週間で実用レベルの向上が果たされた事実は、今後の企業向けAI市場において
モデルの更新サイクルがより一層加速することを暗示している1。 
この技術トレンドを踏まえ、企業がGemini 3.7 Flashを導入・活用するにあたっては、以下の戦略的ア
プローチを推進することが推奨される。 
第一に、特定のモデル識別子をプログラムコード内に直書きせず、インターフェース層で抽象化する

「モデル・アブストラクション・アーキテクチャ」の徹底である1。モデルの更新スパンが短期化する環境

下では、プロンプト、権限管理、コンテキストキャッシュ、ログ収集をシステム本体から分離独立させ

ることで、新モデル登場時の移行コストと検証リスクを最小化できる1。 
第二に、「初回生成精度」に着目した定量的ベンチマークの社内構築である1。単にAIが最終的な成
果物を完成できたか否かではなく、修正完了までに人間に生じた手戻り回数や指示の再試行工数を

記録・比較評価することが、実質的な人件費削減効果を見極める基準となる1。 
第三に、思考レベルの動的制御による「コスト最適化パイプライン」の構築である1。2026年末までの
特別価格期間を利用して社内実証実験を迅速に進めつつ、タスクの難易度（分類・要約・コード記

述・多段階計画）に応じて思考レベル（low, medium, high）を自動選択するルーティングロジックを確
立しておくことが、2027年以降の標準料金移行後も持続可能なAIインフラ運用を実現する鍵となる1

。 
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